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研究成果の概要（和文）：URu2Si2単結晶についての後方X線散乱実験を実施した。この結晶に対する(880)ブラッグ回
折点の拡がりの温度変化について2次元検出器を用いて注意深く調べた結果、隠れた秩序に伴う正方晶から斜方晶への
歪みは、δ(a－b)/(a+b) < 5×10－6の精度で起きていないことを確認した。これは、δ(a－b)/(a+b) ~ 6×10－5の歪
みが「存在する」とする過去の報告と矛盾する結果である。

研究成果の概要（英文）：We performed synchrotron X-ray backscattering measurements on a single crystal of 
URu2Si2. We measured the (8 8 0) Bragg peak, and observed no signature of broadening and splitting due to 
hidden order below 17.5 K. Detailed analysis of the peak width reveals that the tetragonal fourfold 
rotational symmetry of URu2Si2 is conserved in hidden order within the experimental accuracy.

研究分野： 磁性・超伝導
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１．研究開始当初の背景 
 URu2Si2は、To = 17.5 Kで相転移を示すが、
実験・理論の両面から多くの研究が行われて
いるのに関わらず、この秩序変数について明
確な結論が得られずに“隠れた秩序”として
呼ばれ 20 年以上が経過している。近年、こ
の相転移が反強的多重極秩序によるもので
あるという理論的提案がいくつかなされた
が、実験的には決定されていない状況であっ
た。 
 
２．研究の目的 
	 本研究では、“隠れた秩序”の秩序変数を
明らかにすることが目的である。まず、多極
子秩序であるかを検証する為、中性子回折実
験を日本原子力研究開発機構 JRR-3M で実
施する予定であったが、震災以後の長期シャ
ットダウンの影響で実施できなかった。また、
最近、“隠れた秩序”に伴う正方晶から斜方晶
への歪みが報告された為、放射光 X 線を用い
てその検証を行った。 
 
３．研究の方法 
	 東北大金研青木大氏らによりフラックス
法を用いて作製された残留抵抗比が約 350 の
純良単結晶について、原研 SPring-8・稲見俊
哉氏と共同で放射光 X線による後方散乱実験
を行い、隠れた秩序に伴う結晶対称性の低下
の有無を検証した。	
	
４．研究成果	
 URu2Si2 単結晶についての後方 X 線散乱実
験の結果、先ず、今回用いた試料が、測定分
解能の範囲で識別できる結晶モザイクおよび
格子定数の分布を持たない極めて純良な単
結晶であることがわかった。そして、この結晶
に対する(880)ブラッグ回折点の拡がりの温度
変化について 2 次元検出器を用いて注意深く
調べた結果、隠れた秩序に伴う正方晶から斜
方晶への歪みは、δ(a−b)/(a+b) < 5×10−6 の精
度で起きていないことを確認した。これは、
δ(a−b)/(a+b) ~ 6×10−5 の歪みが「存在する」と
する過去の報告と矛盾する結果である。 
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